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遠藤淳也SV（調剤部）

角陸 晋SV（営業部）

テーマ

「薬物依存
 （Drug dependency）」

「“薬剤師として生き残る”
　　～介護医療への一歩～」

福田晋也薬局長（調剤部 八幡駅前店）

「調剤の待ち時間を科学する
　　　　～哲学から科学へ～」

今回の発表の中に、現場に持ち帰り業務に生かせる多
くの内容がありました。
それを自店に持ち帰り水平展開する事が、より一層の
福太郎の成長につながっていきます。
小川社長から10年後の福太郎を見据えての体制作り
というお話がありましたが今後ますますの福太郎の成
長の為、そして薬剤師としての成長の場として、この薬
剤師学術発表会に参加する事はとてもいいチャレンジ
になるかと思います。
次回は、皆さんも参加してみてはいかがですか？

（小口）

網仲幸男さん
（営業部 行徳駅前店）

桑原雅史主任
（能力開発部）

北川尊祥さん（営業部 西葛西店）
共同研究者：吉原峻介さん（営業部 船橋FACEⅡ店）

水橋弘行さん
（調剤部 浦安駅前店）

桐山美紀さん
（調剤部 新鎌ケ谷北口店）

●特別賞

伊藤美奈子薬局長（調剤部 ビビット南船橋店）

「ＯＴＣ実習における学生の意識変化の調査と
　　　　　 満足度を上げる実習への取り組み」

石鍋真里衣さん（営業部 船橋FACEⅡ店）

「高齢化社会において求められる口腔ケアグッズ
　　　　　　　　  ～誤嚥性肺炎の予防～」

●努力賞

4 5

第2回薬剤師学術発表会 FN委員が入賞者の取材に行ってきました!

伊藤薬局長
昨年に続き、第2回目となる（株）くすりの福太郎 薬剤師学術発表会が本社10階
大ホールにて10月20日（日）に開催されました。
学術発表会は営業部、調剤部の薬剤師が日頃の業務の中で疑問に思った事、興味
関心を持った事などを掘り下げ、調査研究をした成果を発表する場となります。
第2回の今回は実習中
の学生も合わせて100
名以上もの薬剤師が集
い、営業部、調剤部の新
入社員6名を含む19名
が発表を行いました。

伊藤：いえ、私は調剤薬局と病院薬剤師しか経験ないです。OTCの経験はゼロ
ですね。
栗本：えっ!?経験ないのに教えるなんてすごくないですか!?どうやって教え
ているんですか？
伊藤：私は福太郎に入社して10年目ですが、入社当時から店長を含めOTCの
スタッフの方々に良くしてもらっていて、いろいろ教えてもらったり、実習以
外にも相談し合い一緒にやってきたので、この実習にもあまり抵抗はなかっ
たです。本当に感謝です。今のビビッ
ト南船橋店でも、柴田店長を始め、登
録販売者のスタッフさんやそうでな
い方にも、サポートしてもらいながら
実習をしている状態です。
栗本：とても良い雰囲気でやっている
のが想像できますね。実際OTC実習
を通して学生達はどういった感想をもって帰るんですか？
伊藤：やっぱり今までのイメージとのギャップですかね。実習では1日目はイ
ントロで、2日目からどんどんお客様に声掛けして薬だけじゃなく日用雑貨
でも接客してもらいます。実習前はOTCはただ物を売るだけという単調なイ
メージしかなかったみたいですが、お客様の周辺環境や背景などによって選
ぶ商品が違う事やそれを自分で考えて提案する事に楽しさがある事を気付
いてくれる学生さんが多いです。受け入れは5年生なので就職先を決めて来
ている学生が多いのですが、決めていない学生は福太郎も考えて就活しま

す！なんて言ってくれる学生もいたりして。それを
見るとやっててよかったなと思うと同時にもっと
頑張らなきゃと思う毎日です。
栗本：今日はありがとうございました。更に実習が
発展し、薬学生にとって有意義であり、採用活動に
まで繋がっていくと良いですね。

栗本：学術発表会特別賞受賞おめで
とうございます。お忙しい中の活動
でいろいろ大変な事もあったかと
思いますが、そもそも今回伊藤薬局
長が学術発表会に出ようと思った
きっかけは何だったんですか？
伊藤薬局長：そうですね、一番はこのOTC実習が薬学部在学中にある事と薬
学生はこのOTC実習を経験して巣立っていく事を皆さんに知ってもらいたい
と思い、この題材で発表してみようと立候補しました。実際知らない方のほ
うが多いと思って。薬学生も調剤だけじゃなくちゃんとOTCでお客様の接客
をしたり、商品の勉強をしたりする機会があって、社会に出る体制になってい
る事を知って欲しかったんです。
栗本：実習はどれくらいの頻度で受け入れているんですか？
伊藤：OTC実習は、年に20人位受け入れしています。3日間です。調剤も含め
た実習は年に１～２人で2ヶ月半やるので、そのうち2週間OTC実習をみっ
ちりやります。OTC実習のみの学生は、調剤薬局専門の他社さんから要請が
きて受け入れます。他社さんからは実習から帰ってきたら、「明るくなった」
「声が大きくなった」「よく気付くようになった」など感謝のお言葉を受ける事
があります。励みになりますね。
栗本：OTC実習は薬剤師なら誰でも指導できるんですか？
伊藤：指導薬剤師っていう資格を取得しないと受け入れできないんです。4年
前から始まったもので、5年以上の薬剤師経験ある人で、研修と講習会の受

講が必要です。個人的にも学生に
OTCは調剤とは違った魅力がある
のでそれを伝えたい、その機会を
あげたいなと思っていたので1期
目で取りました。
栗本：今更ですが、伊藤薬局長は
OTC経験があるんですよね？

石鍋さん
小口：実際に病院で実地研修を行ったと聞きま
したが。
石鍋：口腔ケアを学ぶ為に病院を探して実地で
勉強させて頂きました。大学の同期の医師など
にも協力してもらいましたが、研修させて下さ
る病院がなかなか見つからなくて。結局、西船
橋の歯科医が、口腔ケアを高齢者専門で行って
いる青梅慶友病院を紹介して下さったのです
が、本当に大変でした。この病院は患者様への接客応対が素晴らしいと非
常に有名な病院で、歯科医・歯科衛生士の診察、口腔ケア等の処置を見学
し、必要な知識を学ばさせて頂きました。５月に２日間、前日の店舗勤務終
了後に終電で現地入りし、ホテルに泊まって翌日勉強させて頂くというス
タイルで頑張りました。
小口：その後、デイサービスで勉強会を行ったのですね。
石鍋：足立区のデイサービスで勉強会を開催させて頂きました。この勉強
会を行わせて頂いたデイサービスは、飛び込みで訪問して、頑張って探し
ました。色々な質問がある事を考え、準備を万端にするために、自分で専
門書を何冊も購入して勉強を行うと共に、歯磨き粉、口腔ケアグッズ等を
たくさん買い込んだので部屋の中が口腔ケア関連のものばかりに一時的
になってしまうほどでした（笑）。でも勉強会後は、「どこで売っているの？
すごくためになった」などの声を多数聞く事が出来て、楽しかったと同時
に嬉しい気持ちになりやって良かったと思いました。
小口：その結果が今回の学術で入賞に繋がったのですね。

石鍋：入賞する事も目標でしたので本当に嬉
しかったです。発表まで色々と大変な事があ
りましたが、自分の為にもとてもいい経験に
なりましたし、なにより楽しかったです。また
来年もぜひ学術発表会に参加したいと思っ
ています。

小口：今回は受賞おめでとうござ
います。まず初めに福太郎の皆さ
んにしっかり覚えてもらうため
に、石鍋さんの自己紹介をお願い
します。
石鍋：ありがとうございます。船橋
ＦＡＣＥⅡ店（OTC）の新入社員、薬剤師の石鍋です。出身大学は城西国際
大学になります。
小口：学術発表会に参加しようと思ったきっかけ、理由を教えて下さい。
石鍋：今回の学術発表会に参加しようと思ったのは、実は入社前からで
す。発表まで色々と大変な事はありましたが結果として入賞出来て本当
に嬉しかったです。元々学術発表にはすごく興味があって、大学３年生の
時にアジア薬剤師会連合・学術大会で共同発表をしたり、機会があれば
積極的に学術大会には参加していました。直近では東金市や茂原市など
の地質調査を市から依頼を受けて行ったりしました。
実は福太郎に入社を決めたのも学術大会がきっかけです。北海道で行わ
れた日本薬学会で能力開発部の峯岸次長の発表（小児服薬レシピ）で、
他の薬剤師の方の発表と全く異なる切り口で、「すごいなぁ、こんな人が
いるんだなぁ！こんな会社に入りたいなぁ」と思ったのを覚えています。
小口：今回の発表テーマの選定理由は何だったのですか?
石鍋：発表テーマは「高齢化社会において必要とされる口腔ケアグッズ～
誤嚥性肺炎の予防～」で、歯医者に治療で通い始めた事がきっかけでこの
テーマに決めました。歯科衛生士さんがすごく詳しく丁寧に指導をして下
さった事で、自分も口腔ケ
アを行い始めたのですが、
それからというもの風邪
をひかなくなったのです。
これはすごいと思って皆に
是非広めたいと思ったの
がきっかけです。

取材しての感想

自ら進んで指導薬剤師を取得される積極性と、OTC実
地経験のない上でのOTC実習生受け入れに、ただた
だ驚きでした。伊藤薬局長は日々の業務以外にも、今
後のドラッグストアのあり方や学生の将来性などまで
考えており、視点を広く先を見通す事の大切さを教え
て頂きました。

取材しての感想

石鍋さんの学術発表に対する想い、向上心、行動力が非常に印
象に残った取材となりました。今回の発表までの軌跡を聞き「本
当に新入社員なの？」という気持ちと共に自身ももっと頑張らね
ばと思わずにはいられませんでした。ファイル管理に発表スライ
ドがアップされていますので是非ご覧になってみて下さい。
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